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研究成果の概要（和文）：　本研究は状況的学習論の再検討を目的としている。いわゆるヴィゴツキー学派の一
人であるエンゲストロームの活動理論およびウィトゲンシュタインの言語哲学の知見を手がかりとして、状況の
境界を越境することがいかにして可能かを論究した。その結果、言語への原初的信頼を基盤として、教師による
権威的働きかけによって越境が可能になることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study is to reexamine situated learning theories. The
 study discussed thoroughly how some boundaries of situation could be crossed in terms of Engestrom 
activity theory and Wittgenstein linguistic philosophy. The result of the study is that teachers’ 
ex cathedra work on children could cause the boundary crossing based on sharing the proto-faith in 
language.

研究分野： 教育学（教育哲学）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、状況的学習論の思想的背景を精査し、分析哲学の側面からその意義と課題を析出することを試み
た。その結果、言語への原初的信頼を足場として、教師の権威に基づく働きかけが状況の越境を促すことを明ら
かにした。従来、再組織化という鍵概念によって指摘されるにとどまっていた状況の越境の理路を、言語と権威
という視座から解明することに貢献したと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 当初、学習論の領域において注目されてきた状況的学習論の意義と課題を検討し、現代にお
いても通用する状況的学習論を論究することを目的としていた。状況的学習論が、学習がつね
にすでに状況に埋め込まれていることを解明した反面、従来想定されてきた学習の転移と呼ば
れる状況を越境するかのような現象について、状況論的視点からの十分な解明はなされてはこ
なかった。 
 学習が状況に埋め込まれているのであれば、転移と呼ばれる現象は生起しないはずだが、そ
れは卑近な事例において生起しているようにも思われる。つまり、転移とは異なったメカニズ
ムによって転移に見える現象が起きていると考えられるが、その点についての理論的解明が課
題として残されているのである。 
 代表者は、これまでウィトゲンシュタイン哲学を視座として教育の記述を試みてきた。彼の
規則をめぐる考察群は、規則に従えるようになること、言い換えれば、規則を学習することが
共同体の存立と不即不離の関係にあることを示唆している。しかし同時に、規則とは、状況を
超えても適用されるものの謂いであるため、共同体内部に留めおかれる規則という概念は、そ
れ自体矛盾している。ウィトゲンシュタインはその矛盾を抱え込んだ規則概念を探究しており、
彼の哲学から状況的学習論を照らし出せば、何らかの新しい知見がもたらされると考え、本研
究に着手した。 
 
２．研究の目的 
 したがって、本研究は上述の問題に答えるべく、次のような仮説を立てた。すなわち、実践
共同体概念を単一のものとして捉えるのではなく、つねにすでに共同体が重層的でありながら
離反もしているという仮説である。そして、諸状況の学習の越境可能性について研究を進める
ことにした。どのようにして状況は越境されるのか。あるいは越境されていると思われる現象
に、どのような断絶があるのか。状況論そのものの再検討を行いながら、ウィトゲンシュタイ
ン哲学を用いることによって、それらの解明を目指した。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、具体的には各年度において、以下のことを論究しようとした。
研究手法は文献研究に寄っている。 
(1)状況的学習論の批判的検討 
 まずは、ギブソンのアフォーダンス理論や社会学のエスノメソドロジーやヴィゴツキー学派
の活動理論、そして認知科学など状況的学習論の源流となった先行研究の分析から開始する計
画を立てた。 
(2)状況的学習論に対する分析哲学的検討 
 次に、分析哲学的な視点から、状況論的学習論の検討を行った。たとえば、イズラエル・シ
ェフラーは「学習」の概念が転移を含意すると指摘する。ウィトゲンシュタイン哲学およびウ
ィトゲンシュタイン的アプローチを採用する教育哲学の議論から、転移のプロセスについて原
理的な考察を行うことによって、状況論への内在的アプローチでは見いだせない限界と可能性
を、外在的に析出することを目指した。 
(3)学習の転移および実践共同体論の考察 
 最後に、上述の知見をもとに、学習の転移と呼ばれる現象を解明し、それを踏まえた状況的
学習論における実践共同体のあり方を理論的に提示することを試みた。 
 
４．研究成果 
 以下、各年度における研究成果の概要をまとめ、最後にそれらを踏まえての総合的知見につ
いて述べる。 
 
(1)初年度：状況的学習論の批判的検討 
 いわゆるヴィゴツキー学派の一人であり、現在も精力的な研究活動を行っているユーリア・
エンゲストロームの活動理論の検討に着手した。ヴィゴツキーおよびレオンチェフの理論を引
きながら、エンゲストロームは自らの理論を構築している。すなわち、主体・道具・対象（お
よび結果）というヴィゴツキーの理論をさらに拡張し、規則・共同体・分業という契機をも含
めて、人間の活動をモデル化したのである。 
 エンゲストロームの活動理論は、学習の包括的説明を行う理論的視座を提供しているのみな
らず、異なる活動領域間においての創発のメカニズムをも解明している。彼によれば、状況を
越えて創発が起きるのは、異なる活動システム間における対象（結果）が共有されており、か
つ、その産出をめぐってお互いの活動システムへとフィードバックが起きる場合である。 
 学習の転移と呼ばれる現象は、エンゲストロームの活動理論によれば、活動システムへのフ
ィードバックを通じて活動システムそれ自体が再組織化され、その結果として、活動システム
が拡張されることとして説明される。 
 しかしながらエンゲストロームは、システムが拡張されるメカニズムについて説明を与えて
はいるものの、その過程において働いている基盤については十分に論じてはいなかった。つま
り、なぜ活動システムが異なるにもかかわらず、対象（結果）を共有し、相互作用をし、シス



テムそれ自体を変容へと開くことができるのか、という点を論じていなかったのである。初年
度の研究では、活動システムの再組織化を基盤から支えるものとして、言語に対する原初的信
頼の感覚があることを、エンゲストロームのテクスト分析を通じて明らかにし、論文化するこ
とに成功した。 
 ただし、当初の研究目的であった、状況的学習論の源流にある諸研究を扱うことはできず、
エンゲストロームの活動理論の検討のみにとどまった。 
 
(2)次年度：状況的学習論に対する分析哲学的検討 
 次年度は、上述の再組織化の過程において、言語およびそれへの原初的信頼がどのような役
割を果たすのかを論究するために、ウィトゲンシュタイン哲学を視座として分析を試みた。 
 メレディス・ウィリアムズのウィトゲンシュタイン解釈によれば、人間が規則を学習するた
めに欠かせないのは、訓練を受けることである。それは、熟練者（大人あるいは教師）から、
未熟者（子どもあるいは生徒）へとなされるものであり、そこには権力の非対称性が備わって
いる。自然数の規則を学ぶさい、その順序について未熟者から熟練者への異議申し立てはあり
えず、しかも、熟練者から未熟者への訂正や評価が一方向的にくだされる。そこには、たとえ
合理的説明や説得のモーメントがあるにしても、熟練者の教育に未熟者は従うしかない。 
 その訓練の成果として、未熟者は次第に規則を把握するようになり、最終的には熟練者によ
る訓練がなくとも自律的に規則に従うことができるようになる。これがウィリアムズのウィト
ゲンシュタイン解釈の要諦である。 
 ウィリアムズの解釈において重要なことは、熟練者によってなされる訓練をなぜ未熟者は受
け入れなければならないのかを説明している点である。彼女によれば、それは熟練者が共同体
の代表者であるという権威（authority）にこそ、それを可能にする力があるという。もし未熟
者からの異議申し立てが可能であれば、規則を教える訓練は成立しないからだ。熟練者の権威
と、未熟者の盲目的な服従（blind obedience）の態度とが、訓練に必要不可欠であるとされて
いる。 
 本研究課題に鑑みれば、ウィリアムズの議論は次のような意義を持っている。ウィトゲンシ
ュタインの挙げる訓練の事例は、自然数や言語などをその対象としている。いずれも、ひとた
び訓練を受けたならば、それへの信念を獲得し、自律的に用いることができるようになる。そ
れは、同時に初年度明らかにした言語への信頼を獲得することでもある。つまり、教師の権威
によって、言語的基盤が用意され、それは状況を越境するさいの駆動力となるのである。 
 また、ソール・クリプキのウィトゲンシュタイン解釈とそれへの諸批判の検討を通じて、実
践共同体概念の捉え直しおよび再組織化の過程の明確にした。クリプキへの批判として中心的
なのは、規則遵守を成立させる共同体という概念装置への疑義である。共同体のいわば共同性
は何に由来するのか。どのように観測・定義されるのか。クリプキはそれへの明確な答えを用
意していなかったため、その点に批判が浴びせられてきた。 
 だが、共同体を静的にではなく動的に捉えるならば、クリプキのウィトゲンシュタイン解釈
とそれへの諸批判を整合的に考えることができる。つまり、共同体の共同性は常に揺らいでお
り、日々の実践によって生成・変容し続けていると考えるのである。いわば創造的再生産の過
程それ自体にしか立ち会うことができないために、共同体概念への批判が展開されたのだ。 
 この点を本研究課題の視座から検討するならば、状況的学習論における実践共同体もまたつ
ねに、創造的再生産し続けており、その過程において生成・変容を行っていると考えられる。
学習の転移は、状況的学習論においては、規則応用図式的な静的メカニズムではなく、創造的
再生産という動的メカニズムにおいて捉えることができるのである。 
 
(3)最終年度：学習の転移および実践共同体論の考察 
 最終年度は、ウィトゲンシュタインの『確実性の問題』を検討し、状況の再組織化過程につ
いて、より詳細な理路を見出すことを目指した。 
 『確実性の問題』は晩期ウィトゲンシュタインの著作であり、倫理学者ムーアの議論に触発
されながら進めていった考察群をウィトゲンシュタインの弟子がまとめたものである。ウィト
ゲンシュタインは、私たちの営みを足場から支えている知が存在しており、それは疑いの対象
とならないと述べる。たとえば「物理的対象は存在する」「私は帰納の法則が真であることを知
っている」といった命題は、自然科学という営みにおいては疑われない命題である。それらの
命題を疑っていては科学という営みがかたちをなさないからである。この命題によって指示さ
れる疑われない世界の見方を、ウィトゲンシュタインは世界像と呼ぶ。 
 『確実性の問題』は、教育についてもいくつかの断片を残しており、それらによれば教育と
は、指示的であれ非指示的であれ、子どもに世界像を確信させる営みであるという。その教育
過程は、タブラ・ラサな子どもに世界像を描き込むというよりも、すでに獲得してしまってい
るある種の素朴な世界像を疑わせ、新しいそれへと誘うものである。 
 そのさい、決定的な役割を果たすのが教師の権威である。具体的には、学校という言語ゲー
ムには、教師は信頼に値する人物であるという暗黙のルールがある。それを足場にして、教師
が子どもの素朴な世界像を動揺させるような働きかけを行い、子どもを不安定な状態へと陥れ
る。そして新しい世界を提示し、それへと馴染ませるのである。 
 訓練をめぐるウィリアムズの議論が指摘していたように、ある世界像から別の世界像への移



行（もちろん「半身」の状態も含めて）にも、教師の権威が決定的な役割を果たしている。や
もすれば学習者と教育者を同一地平に配置したり、教育にまつわる権威性を否定したりする向
きがあるなか、教師の権威によって新しい世界像が開けるという指摘は、エンゲストロームの
活動理論を学校現場ベースで展開するためにも必要なものであると考えられる。 
 
(4)総合的知見 
 本研究は、状況的学習論の思想的背景を精査し、分析哲学の側面からその意義と課題を析出
することを試みた。その結果、言語への原初的信頼を足場として、教師の権威に基づく働きか
けが状況の越境を促すことを明らかにした。従来、再組織化という鍵概念によって指摘される
にとどまっていた状況の越境の理路を、言語と権威という視座から解明することに貢献したと
考えられる。 
 ただし、残された課題も多い。言語および権威という概念は、様々な学問領域において膨大
な先行研究があり、それらとの比較検討をしつつ、さらに越境概念を解明しなければならない。 
 状況的学習論の批判的検討は、エンゲストロームの活動理論の検討にとどまったため、より
多くの理論を検討することが求められる。 
 また、別の課題として、現代における実践共同体のあり方についての具体的な提言が残され
ている。福島が指摘するように、近代資本主義社会における共同体のあり方は、徒弟制をモデ
ルとして論じ切れるものではない。たしかに、レイヴとウェンガーが想定していた状況的学習
論における実践共同体は――福島の指摘とは異なり――現代を念頭においた多元的・多層的な
ありかたをしている。しかし、それが具体的にどのようなものなのかについて、提言するには
いたらなかった。 
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